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　けれども、幻覚や妄想などの表面的な症状が治まったからといって、依存自体が消えてしまっ

たということではありません（図３）。薬物依存が存在する限り、いつでも薬物乱用が起きるので

す。薬物依存は「モグラ叩きゲームの機械」に、薬物乱用は「モグラ」に例えることができます。

いくらモグラを叩いても、モグラ叩きの機械が存在する限り、モグラは際限なく現れます。

　一旦、薬物依存に陥ってしまえば、図 1 に示した薬物乱用、薬物依存、薬物中毒の輪は、出口

のない悪循環系になってしまいます。ここに薬物依存症を治療することの重要性があります。

薬物依存症からの回復

　残念ながら、依存症になってしまった脳は元の状態には戻らないと考えられています。その

意味で、依存症が完全に治るということはありませんが、きちんと治療を受けて薬物を止めつ

づければ、多くの人は通常の社会生活を営み、薬物依存症によって失ったものを少しずつ取り

戻すことができます。これを回復と言います。

　回復には、大まかにいって 4 つの段階があります。この 4 つの段階とは、（1） 薬物によっ

て疲弊し衰弱した身体が正常化するという

「身体の回復」の段階、（2） 薬物による幻覚・

妄想がなくなり、思考力や記憶力が正常化

するという「脳の回復」の段階、（3） 薬物依

存症によって歪んでしまった物の考え方、

感じ方、生活習慣が正常化するという「心の

回復」の段階、そして最後に、(4) 薬物依存

症によって壊れてしまった人間関係が修復

され、周囲からの信頼をとりもどすという

「人間関係の回復」の段階です。
もぐら叩きの機械（薬物依存症）をなんとかしないと

もぐら（薬物乱用）は際限なく現れます
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図３　薬物乱用・薬物依存・薬物中毒の時間的関係


